
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年 

1 月号 
 №388(毎月 1 日発行) 

広 報 

発行：特別養護老人ホーム 緑の郷 横浜市青葉区鉄町 2075-3 編集：広報委員会 

緑の郷ホームページでも行事の様子をご紹介しています 

 緑の郷ホームページ ⇒MENU  思い出のページ 

緑の郷 開設記念 お餅つき 

 今年も「ヨイショ」の掛け声が響きわたる、開設記念お餅つきが行われました 

スタンバイ オッケーだぜー お餅つき精鋭部隊の登場 

きれいな紅白餅ができました 

ご入居者の皆様、しっかりお餅をつけてますね～ 笑顔が素敵です 

ヨイショ！ ヨイショ！ 

 上手くつけたかしら！？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★利用者さまとご家族には、今後もご利用前（お迎え時）の検温・マスク着用のお願い
と一部活動の自粛について、ひき続きご協力とご理解をいただいております。 

おやつの 
お汁粉にも
笑顔です 

12 月 1日の開設記念日に行われた『もちつき』
の様子です。子どものころについた記憶があると
言われる方、初めてつくという方など、いろいろ
でしたがみなさんの笑顔は共通でした。 

12 月のカフェグリーンは、クリスマススペシャルです。イチゴケーキに、フルーツやクリームを 
好きなようにトッピング！個性あふれる仕上がりと自身が作ったことへの満足感でいっぱいでした。 

日ごろ経験できないことがデイサービスでは経験できます。多くの方のご参加お待ちしております。 



R7.12 月 2日 

今年も有志のご入居者に協力をい

ただき、クリスマスの飾りつけを

行いました。素敵なツリーが鮮や

かにホールを彩ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリスマス飾りつけ 

令和 7年１２月１日 永年勤続表彰式が行われ

ました。5 年単位で当法人（６拠点）に長く勤め

た方々を表彰しています。今回は勤続３５年の職

員が３名。 

以下、5年勤続までの 

総勢 40名を表彰いたし 

ました。 

おめでとうございます。 

そしてありがとうございます!! 

永年勤続表彰式

あけましておめでとうございます 

昨年は、緑の郷にとって大きな変化もあり、これまでに経験の 

ない問題や課題のあった 1年でした。社会的にも物価の高騰や生産年齢人口の減少な

どで、労働力の確保が困難な状況もあり、大きな影響を受けました。そんな、辛く、

苦しいこともある中で、みなさまの笑顔のために職員は頑張ったことと思います。 

そして、そのような1年を踏ん張ってこられたことは、力のある証拠だと前向きに捉

えていきたいと思います。 

さて、2026 年は午年です。馬は活発・行動力・前進・情熱などを象徴し、明るく社

交的で、目標に向かってまっすぐ進む力強さを持つとされ、新しい挑戦や飛躍に適し

た年とされているようです。そして、馬は本来、常に前進する動物であり、後ろを振

り返らずに前へと進むといわれています。 

昨年は、脱皮する性質を持つ蛇のように、再生・復活・生命力をもって乗り越えて 

きました。そして、今年は馬のように常に前を向き、躍動し、素晴らしい 1年になる 

ように。そして、みなさまと一緒に笑顔を絶やさぬように、前進していきたいと思い 

ます。                    2026年 1月 施設長 石井竜也 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月をもって上野のパンダ２頭が中国に返還されて国内のパンダは皆無となり、一方で日中関

係の悪化もあって後継が貸与される見込みはない。だがこれはパンダにとっては良いことであ

る 高齢者の皆様はご記憶だろうか。銀座に Mac１号店が進出した翌年の 1972 年、田中角栄さ

んが北京へ飛んで日中国交正常化が成り、その記念に中国からカンカン・ランランがやってき

た。両国友好の証しとして始まった所謂〈パンダ外交〉。パンダ自身は日本行きを希望したは

ずもなく、離郷せねばならぬ事情も知らない 以前から、海外から連れてきた動物たちは全て

本来の生息域へ帰してやるべきだと思っている。パンダは勿論キリン、コアラ、爬虫類、鳥類

も。札幌の動物園のアジアゾウなど、限られた空間に暖房を入れてまで展示する必要はない。

加えて日本で生まれた外来種たちも父祖の地へ帰すべきかと。同様の理由で露国大統領やスケ

ート選手に贈られた秋田犬も故郷へ戻してやりたい 海外由来の動物たちを生息域へ帰してガ

ラガラになった動物園には、人間との接点で危険視され生け捕りにされたヒグマ・ツキノワグ

マを収容したら如何。また営利目的で連れてこられた挙句害獣とされたアライグマ等も。これ

で全国の獣舎は満杯になる 珍獣の展示は情操教育上意味があるだの〈種の保存〉だの、こじ

つけは笑止千万。一度も生体のパンダを見たことのない私もテレビ映像等で充分なわけで、

NHK『ごろごろパンダ日記』で癒されている 人間も動物も虐待は論外。評論家・秋山ちえ子

さん（1917～2016）は生前、終戦記念日に自身のラジオ番組で童話『かわいそうなぞう』

（作：土家由岐雄）を朗読するのが常であった。戦時下、空襲により動物園から猛獣たちが逃

げだし都民を襲うことを危惧した陸軍が殺処分を命じ、上野のゾウ 3頭も餓死させられる話。

私はこの作品の題名を思い出すだけで涙が止まらなくなる。        【理事長 田中 實】 

【 ナツミカン の コラム 】 

 
住所：〒225-0025 横浜市青葉区鉄町 2075-3 
電話：045-903-8500  FAX：045-903-8264 あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。皆様

どのような正月をお過ごしでしょうか。おせち料理にお雑煮、初詣な

ど楽しく過ごされた事と思います。家族でわいわい集まる正月もい

いですが、人生で 1度は 1人でのんびり過ごす正月を経験してみ

たいなと思っています。もし 1 人で過ごす正月があったなら、間違

いなく 1人でディズニーランドとディズニーシーで思いっきり楽しん

できたいです。ディズニーでなくともどこかにのんびり旅行もいいな

あと。。目まぐるしい日々の中 1人の時間も大事ですよね☆何はと

もあれ皆さん素敵な 1年になりますように☆  

居宅介護支援課 松葉 あゆみ 

ホームページ 

 

 

私の楽しみはサッカー観戦です。出身が静岡県旧清水市で物心ついた時からサッカー 

は身近にありました。独身時から清水エスパルスやジュビロ磐田の応援にスタジアムに 

通ってゴール裏でチャントを歌いながら応援していました。結婚を機に相模原に来てし 

ばらくはサッカーから離れていましたが、川口選手や稲本選手が地元の J3 リーグの 

「ＳＣ相模原」でプレーすると聞いてサッカー観戦を再開。今ではサポータークラブにも入り、お気に入り

の選手のゲーフラやパイフラを自作しゴール裏で掲げ、チャントを歌い飛び跳ねて応援しています。（旦那

が浦和レッズのファンなのでたまに浦和レッズの試合にも行くんですよ） 

そしてもう一つサッカー観戦での楽しみはアウェイ遠征です。地方でおいしい物を食べ、 

観光し楽しみながらサポーター仲間と一緒に遠征しています。週末はほぼサッカー観戦で 

すが、これからもライフワークとして勝敗に一喜一憂して楽しんで応援していきたいと思 

います。             

※チャント：声を揃えて歌ったり掛け声をかけたりする応援歌やコールのことです。 

Chapter14  サッカー観戦 

井上 春乃 生活課フロア係３丁目 

                                          

さらばパンダ 


